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圭■緒嘗

薄膜技術や微細技術の過料まめざましく、それに梓い材

料試験も超微小領域に対応したものが必要となっている。

本研究は球圧子によるサブミクロンオーダーに至る押込み

硬ぎ試験を行うこと看こよる樹料の磯城媚特性値の測定を目

的とLている。本鞘では前軸＝までに蘭発した試験機の改

且設計、製作を行い、それを用いて行った金属に対する試

験の結果、デーータ処理、それらから求めた巌弾性係数（ヤ

ング率）の減産結果、および塵東庄子荷藍保持中野庄子挙
動について報告する。

2．保持具付き球庄子による金属のヤング率算出式

保持異相き球藍子を金属試験片をこ押し込み、祝いで睡荷

するまでの一連の接触状態をモデル的に′丘すとド1glのよ
うになる。
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5 . 結貫

くりこ れ ま で に開発 し た 横型超微小確 さ試験機の 負荷駆

動部お よ び測定部の 改良を行 っ た .

モ望き寮試験積層妄言汚聾 し恵輝度予保持員澄 の 弾軽変形歴

と圧 子荷 重 と の 関係 に 関し て は , B r a s s へ の 押込み

試験 に よ る実験結 果 を 用 い て 求 め た .
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グ率を深 め 藍 と こ ろ - 膏 鈍ら の 寧喝襲鼓ひ ずみ ゲ -

ジに よ っ て 求め た値 と 良い
-

致を示し た .

宅種き豊東庄 学荷重保持時間 もh がも 0
才
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,
. ま5 砂の 場合の 実験

を行 っ たと 還 ろt 保持申蔓二鳥碁チる藍子の 押込み変位

の増尭員辻堂く見ち艶ず1 そ の 軽費 t 畳東庄子荷重をこ

達 した時点 で藍子下 の 意義樹弼 の 撃蜂蜜影娃終 了 官

るとも1 う従来 の 考見方毒孟t 惑蔑Ijも硬き諾敦蔓こ患 い て

も成立する こ と を確認 した .

寮研究を遂行する 琵 当藍哲 ご協力ら毛髪だ い た轟撃墜き 轟

日昌志君 に慾謝申 し 上げ る o
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